
福祉のまちづくり条例施設整備マニュアル［建築物編］の原稿案及び市民意見公募について

１ 趣旨 

平成 24 年に横浜市福祉のまちづくり条例（以下「条例」）が改正され、一定期間が経過し、運用面での

課題が明らかとなりました。これらの課題解消および運用の改善を目的として、横浜市福祉のまちづくり条

例施行規則（以下「施行規則」）の見直しを行い、令和５年２月に公布を予定しています。

これに伴い、改正した施行規則の内容を反映させるため、横浜市福祉のまちづくり条例施設整備マニュア

ル[建築物編]の改正を行います。

２ 施設整備マニュアルの改正内容について 

 今回の改正は、マニュアル全体を対象としています。以下に、改正案の一部を例示いたします。なお今回

改正した箇所は、赤字で表記されています。

○ 整備項目２「敷地内の通路」および整備項目６「階段」

図２-４（階段では図６-６）に、手すりの構造（始終端部の構造など）を追加し、その中で不適切な例

を記載しました。
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○ 整備項目８エレベーター等 

  エレベーターの項目にある解説「視覚的な情報設備の配置」に追記を行います。 

現在 改正案 

 

 

 

○ 整備項目「13 標識」 

図 13‐１に JIS 規格の改正に合わせてピクトグラムを追加・修正しました。 

 

 

３ 市民意見公募と今後の対応について 

・令和５年２月中旬～３月中旬 市民意見公募を実施。 

・いただいた市民意見を参考の上、必要に応じ案の修正を行い、改正施設整備マニュアルとして確定。 

 ・令和５年 10 月（予定） 「改正施設整備マニュアル」として発行 

 




